


　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
新
た
な
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
謹
ん
で
新

春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ

が
な
く
新
し
い
年
を
迎
え
た
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素
は
、
仙
台
市
内

の
ハ
カ
リ
の
定
期
検
査
・
県
内
の
ハ
カ
リ
の

代
行
検
査
事
業
、
郵
政
計
量
管
理
事
業
、
計

量
普
及
啓
発
事
業
、
研
修
事
業
、
工
業
材
料

試
験
事
業
な
ど
計
量
協
会
の
事
業
活
動
に
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
も
三
年
目
と
な
り
感
染

者
は
相
変
わ
ら
ず
増
え
た
り
減
っ
た
り
し
て

い
ま
す
が
、
国
の
政
策
と
し
て
は
W
I
T
H 

C
O
R
O
N
A
の
方
向
に
大
き
く
転
換
し
、

外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
も
復
活
さ
せ
、

経
済
活
動
を
回
す
こ
と
を
優
先
し
て
い
ま
す
。

そ
の
お
か
げ
で
様
々
な
会
合
が
可
能
と
な
り
、

計
量
業
界
と
し
て
も
定
時
総
会
や
理
事
会
及

び
計
量
記
念
日
全
国
大
会
、
計
量
士
全
国
大

会
等
の
集
会
が
軒
並
み
再
開
で
き
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
、
こ
の
二
年
間
で
身
に
付
け
た
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
と
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し

て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
会
議
が
開
催
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
き
な
進
歩
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
福
島
県
で
予
定
さ
れ
て
い
た

北
海
道
・
東
北
計
量
大
会
も
三
年
越
し
で
よ

う
や
く
開
催
す
る
事
が
で
き
、
着
席
で
の
懇

親
会
も
あ
り
大
い
に
旧
交
を
温
め
る
場
と
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
当
宮
城
県
に
お
い

て
は
毎
年
「
八
木
山
動
物
公
園
」
で
開
催
し

て
来
た
「
み
や
ぎ
計
量
の
ひ
ろ
ば
」
を
、
昨

年
も
十
月
二
十
九
日
の
土
曜
日
に
開
催
致
し

ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
密
を
避
け
る
た

め
、
例
年
行
っ
て
い
た
（
飴
を
一
〇
一
ｇ
計

ろ
う
コ
ー
ナ
ー
）
は
自
粛
し
ま
し
た
が
（
サ

イ
コ
ロ
の
目
の
長
さ
に
テ
ー
プ
を
切
ろ
う

コ
ー
ナ
ー
）
や
（
テ
ー
プ
を
ど
こ
ま
で
伸
ば

せ
る
か
）
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
は
復
活
さ
せ
、

折
し
も
「
子
供
無
料
」
と
い
う
動
物
園
企
画

と
も
相
ま
っ
て
朝
一
番
か
ら
大
勢
の
市
民
の

皆
様
が
来
園
さ
れ
、
我
々
が
目
指
し
て
来
た

計
量
思
想
の
普
及
・
啓
発
が
大
い
に
図
ら
れ

る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
我
が
宮
城
県
計
量
協
会
の
事
業
は
、
世
の

中
の
経
済
が
復
活
す
る
に
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
の
た
め
、
計
画
通
り
順
調
に
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
改
め
て
、
計
量
・
計
測
と
い
う

世
の
中
の
基
準
を
供
給
・
維
持
す
る
仕
事
の

重
要
性
と
安
心
・
安
全
へ
の
貢
献
度
を
再
確

認
し
て
、
協
会
の
み
な
ら
ず
我
々
会
員
企
業

全
体
が
そ
う
い
う
業
界
に
身
を
置
い
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
地
域
経
済
の
発
展
に
尽

く
し
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
末
よ
り
、
第
八
波
が
来
て
い
る
と
い

う
兆
候
も
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
コ
ロ
ナ
と
は
う

ま
く
共
存
し
て
行
き
な
が
ら
、
協
会
も
会
員

の
皆
様
も
共
に
よ
り
強
固
な
感
染
対
策
を
講

じ
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
時
代
の
中
で
の
仕

事
の
仕
方
を
工
夫
し
て
取
り
込
ん
で
行
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
も
、
よ
り
一
層
の
ご
奮
闘
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
私
の
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。



　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
県
民
の
皆

様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
七
月
に
発
生
し

た
大
雨
に
よ
り
、
人
命
へ
の
被
害
こ
そ
避
け

ら
れ
た
も
の
の
、
県
北
部
を
中
心
に
大
規
模

な
冠
水
等
に
よ
る
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
宮
城
県
制
一
五
〇
周
年
の
節
目

の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
宮
城
県
制
一
五
〇
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
様
々
な
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
催
し
を
実
施
し
、
本
県
の
歴
史
や

伝
統
、
文
化
を
県
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
郷
土
へ
の
更
な
る
愛
着
を
醸
成
し
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
契
機
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
仙

台
育
英
学
園
高
等
学
校
が
第
一
〇
四
回
全
国

高
等
学
校
野
球
選
手
権
大
会
に
お
い
て
東
北

勢
初
と
な
る
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
東
北

の
高
校
球
児
が
長
年
に
わ
た
り
挑
戦
を
続
け

て
き
た
大
き
な
壁
を
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
乗
り
越
え
た
そ
の
姿
は
、
東
北
全
体
に
大

き
な
感
動
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
社
会
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
中
、
県
政
は
今
、
様
々
な
行
政
課
題
に

直
面
し
て
お
り
、
特
に
、
長
期
化
す
る
コ
ロ

ナ
禍
と
物
価
高
騰
は
、
県
民
生
活
と
地
域
経

済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
本

県
の
財
政
運
営
は
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の

増
加
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
物
価
高
騰
へ
の
対
応
等
に
よ
り
、
依
然

と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
緊
急
を
要
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
柔
軟
な
予
算
執
行
に
努
め
、
万
全
の

対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
今
年
は
「
新
・
宮
城
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
三
年
目
に
当
た
り
、
本
格
的
な
人
口
減
少

局
面
を
見
据
え
、
次
の
世
代
を
育
成
・
応
援

す
る
施
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
特
に
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
「
変
革
み
や

ぎ
」
の
実
現
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
フ
ル
活
用
し
、
県
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
県
内
産
業
の
活
性
化
な
ど
を
図

る
と
と
も
に
、
昨
年
度
創
設
し
た
次
世
代
育

成
・
応
援
基
金
を
活
用
し
た
若
者
の
県
内
定

着
や
子
ど
も
・
子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
え

る
環
境
整
備
、
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
自
然

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
、
本
市
の
計
量
行
政
を
始
め
市

政
各
般
に
わ
た
り
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
端
を
発
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
資
源
価

格
高
騰
、
大
幅
な
円
安
進
行
に
よ
る
食
料
品

等
の
断
続
的
な
値
上
が
り
が
生
活
を
圧
迫
す

る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
は
見
え
な
い
中

で
あ
る
も
の
の
、
経
済
活
動
は
活
発
化
し
て

き
て
お
り
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

社
会
へ
と
シ
フ
ト
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
も
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
複
雑
化
・
多
様

化
し
て
お
り
、
対
応
に
時
間
を
要
す
る
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
貴
協

会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
市
の
指
定
定
期

検
査
機
関
と
し
て
安
定
し
た
計
量
検
査
の
実

施
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
円
滑
な
計
量
行
政

を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
で
は
仙
台
市
計
量
検
査
器
材

保
管
室
の
改
修
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
本
年

三
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
貴
協
会
職
員

の
皆
様
の
執
務
環
境
向
上
の
一
助
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
計
量
検
査
制
度
は
消
費
生
活
の

安
全
・
安
心
の
基
盤
と
い
え
る
制
度
で
あ
り
、

本
市
と
し
て
も
消
費
生
活
基
本
計
画
に
お
い

て
、
計
量
に
関
す
る
調
査
・
指
導
・
啓
発
を

重
点
施
策
と
位
置
付
け
、
評
価
指
標
を
設
定

し
て
お
り
、
引
き
続
き
適
正
な
計
量
行
政
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
消
費
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確

保
や
健
全
な
産
業
活
動
の
推
進
の
た
め
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご

繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

災
害
か
ら
県
民
を
守
る
た
め
の
災
害
に
強
い

県
土
づ
く
り
等
の
取
組
を
重
点
的
に
推
進
い

た
し
ま
す
。

　
宮
城
県
誕
生
か
ら
一
五
〇
年
と
い
う
長
い

歴
史
の
中
で
、
先
人
達
が
積
み
重
ね
て
き
た

志
を
胸
に
、
宮
城
の
力
を
成
長
さ
せ
、
県
民

が
活
躍
で
き
る
機
会
と
地
域
の
魅
力
に
あ
ふ

れ
、
元
気
で
躍
動
す
る
宮
城
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



　
令
和
四
年
度
定
時
総
会
は
去
る
六
月
二
日
、

仙
台
市
「
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
仙
台
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
令
和
三
年
に
ご
逝
去
さ
れ

た
鍋
島
綾
雄
元
会
長
及
び
武
田
巖
元
専
務
理

事
に
黙
祷
を
捧
げ
故
人
を
偲
ん
だ
。

　
総
会
は
十
五
時
五
分
に
和
田
常
任
理
事
が

開
会
を
宣
し
、
委
任
状
を
含
む
百
二
十
九
名

（
内
、
議
決
権
所
有
出
席
二
十
五
名
）
が
出

席
し
開
会
し
た
。
は
じ
め
に
鍋
島
会
長
の
挨

拶
が
あ
り
、
定
款
に
基
づ
き
鍋
島
会
長
が
議

長
に
就
い
て
議
事
を
進
行
し
た
。

　
議
案
は
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
四
案

（
後
掲
）
に
つ
い
て
佐
藤
専
務
理
事
と
松
倉

事
務
局
長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

満
場
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　
議
案
承
認
後
、
事
務
局
か
ら
報
告
事
項
と

し
て
令
和
四
年
度
の
事
業
計
画
、
同
収
支
予

算
、
計
量
功
労
者
表
彰
及
び
今
後
の
主
な
行

事
・
研
修
会
等
の
報
告
が
あ
り
、
千
葉
副
会

長
の
閉
会
挨
拶
に
よ
り
、
十
六
時
二
十
分
終

了
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
計
量
功
労
者
表

彰
式
を
今
年
度
は
三
年
ぶ
り
に
、
ご
来
賓
と

し
て
宮
城
県
知
事
（
代
理
・
宮
城
県
経
済
商

工
観
光
部
産
業
立
地
推
進
課
　
佐
々
木
浩
総

括
課
長
補
佐
）
、
仙
台
市
長
（
代
理
・
仙
台

市
市
民
局
生
活
安
全
安
心
部
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
　
加
藤
祐
子
所
長
）
、
石
川
光
次
郎
宮

城
県
議
会
議
員
（
代
理
）
、
渡
辺
博
仙
台
市

議
会
議
員
、
宮
城
県
計
量
検
定
所
長
（
代

理
・
星
和
彦
副
参
事
兼
総
括
次
長
）
の
ご
臨

席
を
賜
り
開
催
さ
れ
た
。

　
表
彰
式
は
、
宮
城
県
経
済
商
工
観
光
部
産
業

立
地
推
進
課
　
佐
々
木
浩
総
括
課
長
補
佐
よ
り

知
事
褒
賞
一
名
、
当
協
会
会
長
よ
り
会
長
表
彰

二
名
及
び
、
会
長
褒
賞
三
名
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
表
彰
者
代
表
と
し
て
大

槻
正
則
氏
が
謝
辞
を
述
べ
、
宮
城
県
経
済
商
工

観
光
部
産
業
立
地
推
進
課
　
佐
々
木
浩
総
括

課
長
補
佐
、
石
川
光
次
郎
宮
城
県
議
会
議
員
、

渡
辺
博
仙
台
市
議
会
議
員
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
後
、
表
彰
式
を
終
了
し
た
。

★
宮
城
県
知
事
褒
賞

　
　
大
　
槻
　
正
　
則
　
氏

日
東
イ
シ
ダ
株
式
会
社

★（
一
社
）宮
城
県
計
量
協
会
長
表
彰

　
　
宗
　
像
　
　
　
智
　
氏

日
東
イ
シ
ダ
株
式
会
社

　
　
八
重
樫
　
雅
　
彦
　
氏

仙
台
ヤ
マ
ト
ハ
カ
リ
株
式
会
社

★（
一
社
）宮
城
県
計
量
協
会
長
褒
賞

　
　
村
　
田
　
一
　
朗
　
氏

日
東
イ
シ
ダ
株
式
会
社

　
　
淀
　
野
　
　
　
啓
　
氏

日
東
イ
シ
ダ
株
式
会
社

　
　
橋
　
本
　
英
　
之
　
氏

（
公
財
）宮
城
県
公
害
衛
生
検
査
セ
ン
タ
ー



《
第
一
号
議
案
》

　
令
和
三
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
令
和
三
年
度
の
会
員
状
況
、
総
会
・
理

事
会
等
の
主
要
会
議
、
公
益
事
業
と
し
て

「
二
〇
二
一
み
や
ぎ
計
量
の
ひ
ろ
ば
」
の

イ
ベ
ン
ト
関
連
事
業
、
計
量
証
明
主
任
計

量
者
試
験
講
習
会
お
よ
び
同
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
講
習
会
、
測
定
の
基
礎
研
修
会
、

計
量
技
術
研
修
会
等
の
講
習
会
・
研
修

会
の
開
催
、
宮
城
県
か
ら
の
受
託
事
業
と

し
て
「
宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

依
頼
試
験
及
び
試
験
機
器
保
守
管
理
等

業
務
」
の
受
託
、
仙
台
市
指
定
定
期
検
査

機
関
業
務
等
の
委
託
、
流
通
事
業
者
へ
の

啓
発
活
動
や
機
関
誌
発
行
に
よ
る
広
報

活
動
、
計
量
功
労
者
表
彰
事
業
等
の
ほ
か
、

収
益
事
業
と
し
て
、
代
検
査
事
業
、
計
量

器
の
校
正
、
計
量
管
理
受
託
事
業
、
宮
城

県
証
紙
売
り
捌
き
事
業
、
中
央
・
地
方
団

体
と
の
連
携
、
諸
会
議
等
に
つ
い
て
事
務

局
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
、
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。

《
第
二
号
議
案
》

　
令
和
三
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て

事
業
活
動
収
入

　
　
　
　
一
〇
〇
、八
二
四
千
円

事
業
活
動
支
出

　
　
　
　
　
九
八
、八
三
八
千
円

　
事
業
活
動
等
の
決
算
報
告
に
つ
い
て
、

松
倉
事
務
局
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
そ
の

後
鈴
木
監
事
か
ら
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

《
第
三
号
議
案
》

　
定
款
の
一
部
改
定
に
つ
い
て

　
事
務
局
長
の
権
限
を
拡
充
又
は
明
確

化
さ
せ
る
た
め
、
定
款
の
規
定
を
一
部
変

更
の
旨
を
佐
藤
専
務
理
事
よ
り
説
明
が

あ
り
、異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

《
第
四
号
議
案
》

　
理
事
の
一
部
選
任
に
つ
い
て

　
会
社
人
事
異
動
に
伴
い
辞
任
し
た
役

員
の
後
任
理
事
の
提
案
が
事
務
局
か
ら

提
示
さ
れ
、異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　
前
理
事
　
川
原
　
彦
造
　
氏
　
辞
任

　
　
同
　
　
邊
見
　
義
尚
　
氏
　
辞
任

　
　
同
　
　
佐
藤
　
陽
介
　
氏
　
辞
任

専
務
理
事
　
佐
藤
　
正
使
　
氏

定
年
に
よ
る
退
任

　
新
理
事
　
小
坂
　
　
隆
　
氏
　
就
任

　
　
同
　
　
加
藤
　
潤
美
　
氏
　
就
任

　
　
同
　
　
島
貴
　
　
博
　
氏
　
就
任

《
報
告
事
項
》

　
事
務
局
か
ら
以
下
の
報
告
が
あ
っ
た
。

●
令
和
四
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

①
令
和
四
年
度
実
施
事
業
計
画
の
概
要

説
明（
後
掲
）

②
令
和
四
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

（
下
表
参
照
）

③
令
和
四
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

　
　
事
業
活
動
収
入

　
　
　
　
一
〇
一
、一
五
一
千
円



　
　
事
業
活
動
支
出

　
　
　
　
一
〇
〇
、六
五
一
千
円

④
計
量
功
労
者
の
表
彰

⑤
令
和
四
年
度
東
北
・
北
海
道
計
量

大
会
の
日
程
に
つ
い
て

〈
令
和
四
年
度
事
業
計
画
〉

㈠
計
量
思
想
普
及
、啓
発
事
業

●
計
量
記
念
日
事
業

「
二
〇
二
二
み
や
ぎ
計
量
の
ひ
ろ
ば
」

の
開
催

●
計
量
に
係
る
研
修
会
・
講
習
会
開
催

●
計
量
証
明
事
業
の
主
任
計
量
者
試
験

講
習
会
の
開
催

●
計
量
に
係
る
資
料
の
作
成
配
布
、
情
報

の
提
供

㈡
指
定
定
期
検
査
機
関
事
業

●
仙
台
市
の
指
定
定
期
検
査
機
関
と
し

て
、
仙
台
市
内
の
特
定
計
量
器
（
質
量

計
）の
定
期
検
査
実
施
　

　
　
今
年
度
検
査
対
象
区
域

　
　
若
林
区
・
泉
区
・
宮
城
野
区

　
　
　
一
、六
二
九
事
業
所

　
　
　
四
、七
三
七
個

　
　
検
査
日
数
　
　
約
二
百
十
九
日

㈢
計
量
器
検
査
事
業

●
代
検
査
事
業

　
計
量
行
政
機
関
に
代
わ
る
計
量
士

に
よ
る
検
査
及
び
計
量
証
明
検
査
を

実
施

　
　
県
内（
十
六
市
町
）

　
　
約
一
、〇
二
一
事
業
所

　
　
三
、一
九
八
台

●
計
量
器
・
分
銅
校
正
事
業

　
J
C
S
S
標
章
を
付
与
し
な
い
校

正
を
実
施

●
一
軸
試
験
機
校
正
事
業

　
計
量
標
準
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
体
系
と
し

て
J
C
S
S
校
正
等
を
（
一
社
）
日
本
計
量
振

興
協
会
の
校
正
課
員
と
し
て
実
施

㈣
官
公
庁
受
託
事
業

●
宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
依

頼
試
験
及
び
試
験
機
器
保
守
管
理
等

業
務
の
受
託

●
仙
台
市
の
特
定
計
量
器
、
商
品
量
目
の

立
入
検
査
補
助
業
務
及
び
基
準
分
銅

管
理
業
務
の
受
託

㈤
計
量
管
理
受
託
事
業

●
大
規
模
小
売
店
等
の
計
量
器
検
査
及

び
商
品
量
目
の
検
査
を
計
量
士
の
指

導
の
下
実
施

●
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
郵
便
局
等
の

適
正
計
量
管
理
事
業
所
に
係
る
計
量

管
理
業
務
の
実
施

㈥
収
入
証
紙
売
り
捌
き
事
業

●
宮
城
県
収
入
証
紙
売
り
捌
き
所
と
し

て
、
工
業
材
料
依
頼
試
験
、
特
定
計
量

器
の
検
定
及
び
定
期
検
査
の
申
請
者

へ
宮
城
県
収
入
証
紙
を
販
売

㈦
計
量
関
係
情
報
の
提
供

●
計
量
情
報
・
会
員
情
報
及
び
協
会
活

動
状
況
を
、
機
関
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
効
果
的
に
発
信

　
令
和
四
年
五
月
二
十
六
日
、東
京
都
港
区
の

「
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京

ベ
イ
」
に
お
い
て
一
般
社
団
法
人 

日
本
計
量

振
興
協
会 

第
十
一
回
定
時
総
会
が
開
催
さ

れ
た
。
総
会
終
了
後
、
計
量
功
労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
定
時
総
会
に
は
、事
務
局
か
ら
二
名
出
席
し

ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、議
案
書
及
び
報
告
事
項
の
説
明

が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
閉
会
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、総
会
終
了
後
は
、過
年
度（
令
和
二
年

度
・
令
和
三
年
度
）
計
量
功
労
者
表
彰
式
が
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
中
止
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
出
席
可
能
な
方

を
対
象
と
し
た
計
量
功
労
者
受
賞
者
の
紹
介

と
写
真
撮
影
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
協
会
か
ら
は
、令
和
三
年
度
に
受
賞
し
た

松
倉
賢
一
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
十
一
月
一
日
に
ホ
テ
ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ

ネ
ン
タ
ル
東
京
ベ
イ
に
て
計
量
記
念
日
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
計
量
記
念
日
式
典
で
は
、経
済
産
業
大
臣
表

彰
は
七
名
、産
業
技
術
環
境
局
長
表
彰
は
一
八

名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
行
事
で
は
、
三
年
ぶ
り
に
「
何
で
も
は

か
っ
て
み
よ
う
コ
ン
テ
ス
ト
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
啓
発
標
語
と
併
せ
、
最
優
秀
作
品
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
最
優
秀
作
品

　「
ま
ば
た
き
の
回
数
を
計
ろ
う
」

森
川
遥
人
さ
ん

森
川
あ
さ
ひ
さ
ん（
鳥
取
県
）

　
計
測
条
件
が
同
一
に
な
る
よ
う
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
「
食
事
中
」
を
計
測
時
間
に
設
定
し

た
り
、他
の
状
況
下
で
の
回
数
か
ら
違
い
を
考

察
し
た
り
、家
族
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ

研
究
作
品
で
し
た
。

●
計
量
啓
発
標
語
最
優
秀
賞

　「
正
し
い
計
量 

　
　
　
　
社
会
を
支
え 

未
来
へ
繋
ぐ
」

内
海
明
花
梨
さ
ん（
福
島
県
）

　
特
別
講
演
で
は「
人
類
の
起
源
と
変
遷
〜
日

本
人
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
」（
東
京
大
学
総

合
研
究
博
物
館
教
授
・
人
類
進
化
学
者
・
海
部

陽
介
氏
）
が
あ
り
、
台
湾
か
ら
与
那
国
島
ま
で

丸
木
舟
で
三
万
年
前
の
航
海
を
徹
底
再
現
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、大
変
興
味
深
い
内
容
を

わ
か
り
や
す
く
講
演
頂
き
ま
し
た
。



　
令
和
四
年
度
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会
が
、

福
島
市
の
「
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
」

に
お
い
て
、
十
月
六
日
（
木
）
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
令
和
元
年
に
岩
手
県
で
開
催
さ
れ
て
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
二
年
延
期
さ
れ
、
三
年
ぶ
り
に
開
催
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
を
行
い
な
が
ら
開
催
さ
れ
、出
席
者
を
計

量
行
政
室
、国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総

合
研
究
所
、
各
道
県
の
計
量
行
政
機
関
、
中
央

計
量
団
体
等
会
員
百
名
余
り
が
参
加
し
、当
県

か
ら
は
十
三
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
宣
言
後
、
物
故
者
へ
黙
祷
の
後
、
主
催

県
の
東
北
六
県
北
海
道
計
量
協
会
連
合
会
の

八
巻
研
一
会
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、大

崎
美
洋
経
済
産
業
省
　
産
業
技
術
環
境
局
計

量
行
政
室
長
、
福
島
県
知
事
（
紺
野
商
工
労
働

部
政
策
監
代
読
）、福
島
市
長
、日
本
計
量
振
興

協
会
長
（
河
住
専
務
理
事
代
読
）
の
来
賓
の

方
々
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、来
賓
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
計
量
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

七
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

当
県
か
ら
は
、
ト
キ
コ
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
㈱
東
北
支
店
の
三
浦
誠
氏
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
大
会
宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
、満

場
一
致
で
採
択
さ
れ
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
計
量
大
会
に
引
き
続
き
、第
六
十
九
次
東
北

六
県
北
海
道
計
量
協
会
連
合
会
総
会
が
、会
則

に
従
い
開
催
県
の
八
巻
研
一
福
島
県
計
量
協

会
会
長
が
議
長
に
就
き
、前
回
開
催
県
で
あ
っ

た
計
量
計
測
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
連
合
会
総

会
の
報
告
を
受
け
て
か
ら
議
事
に
入
っ
た
。

　
各
県
か
ら
の
提
出
議
題
は
次
の
と
お
り
で

あ
っ
た
。

議
題
一
　
若
手
育
成
の
た
め
の
要
望
に
つ
い

て（
山
形
県
）

議
題
二
　
自
動
は
か
り
の
指
定
検
定
機
関
に

つ
い
て（
秋
田
県
）

議
題
三
　
連
合
総
会
の
時
期
開
催
地
に
つ
い

て（
福
島
県
）

　
議
題
一
に
つ
い
て
、
山
形
県
よ
り
、
指
定
定

期
検
査
機
関
の
職
員
が
計
量
研
修
セ
ン
タ
ー

へ
入
所
し
た
際
の
受
講
に
係
る
費
用
の
免
除

（
若
し
く
は
減
額
）の
要
望
が
あ
り
、こ
れ
に
対

し
て
、
大
崎
計
量
行
政
室
長
、
島
岡
計
量
研
修

セ
ン
タ
ー
長
お
よ
び
日
本
計
量
振
興
協
会
の

河
住
専
務
理
事
よ
り
回
答
説
明
が
あ
っ
た
。

　
議
題
二
に
つ
い
て
、
秋
田
県
よ
り
、
自
動
は

か
り
の
指
定
検
定
機
関
へ
の
計
量
行
政
室
並

び
に
関
係
各
位
に
伺
い
た
い
と
の
こ
と
で
あ

り
、
先
に
議
長
よ
り
、
計
量
計
測
技
術
セ
ン

タ
ー
及
び
当
協
会
に
現
時
点
で
の
進
捗
状
況

の
説
明
を
求
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
計
量
行
政
室

長
よ
り
回
答
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
最
後
の
議
題
は
連
合
会
会
則
に
よ
り
次
期

開
催
地
を
北
海
道
と
す
る
こ
と
が
満
場
一
致

で
決
定
さ
れ
、
大
会
旗
を
引
継
ぎ
、
総
会
は
終

了
し
た
。

大　会　宣　言

　計量は、経済の発展、社会生活、文化の向上、

環境の保全の基本となるものである。

　我々は、先人が築いた偉業を引き継ぎ、その使

命の重要性を自覚し、住みよい豊かな社会の構

築を目指し、計量人としての決意を新たにその責

務を遂行しなければならない。

　今日、計量界をとりまく諸情勢は、国際化、規

制緩和と大きく変革しており、このような情勢に

対応する確かな計量の推進をはからなければな

らない。

　また、東日本大震災から11年目を迎え、復興の

歩みを国連の持続可能な開発目標（SDGs）を理

念に重ね一歩ずつ、復興の歩みを国連を進めて

いくことに尽力しなければならない。

　我々は、現状の認識と理解により計量に関わ

る者として、正確な計量計測による計量の安全

確保のため、常に使命感を持ち、

「暮らしを守る確かな基準……計量・計測」

「地球環境と生活を守り、はかることはすべての

基本です」

をスローガンに掲げ、これを達成するため最大限

の努力を重ねていくことを決意し、本大会の名に

おいて宣言する。

　令和4年10月6日

東北・北海道計量大会　　



　10月29日、今年も晴天に恵まれ、八木山動物公園フジサキの杜にて「2022みやぎ
計量のひろば」を開催いたしました。（宮城県、仙台市、計量協会共催）
　予防接種もだいぶすすんでいることから今年は密にならないよう配慮しながら
「長さ当てチャレンジ」（参加人数438名）「ビニール伸ばしてチャレンジ」（同860
名）のコーナーを復活させ、どちらも用意した景品がなくなるほど大盛況でした。
　また、コロナ禍の感染予防のため試みた動物ＱＲクイズも3年目となり、八木山動
物公園職員の皆様の協力を得て、大人も唸る問題（問題と解答参照）となりました。
　「計量記念日の由来」「7つの計量単位」等、計量記念日関連のパネル展示からも
一問出題し、正解者にはクオカードを発送いたしました。
　動物公園の西門と東門に置いて、園内のクイズマップと計量記念日特製ティッ
シュ、特製ボールペンを小袋に入れて配布しました。

　八木山動物公園にいる動物（剥製）の実測だったので、ネット検索で答えを探した方は不正解になって
しまいました。今回は選択肢が小数点以下まであったので、非常に迷われたのではないでしょうか？
動物公園飼育員の皆様、ご協力ありがとうございました。（騒音計は北日本環境整備㈱様よりお借りいたしました）

11月計量管理強調月間に向けて、小学生対象にポスターを募集いたしました。
入選作品は啓発ポスターとし、県内の小学校に送付いたしました。

ＳＩ基本単位はいくつの
種類があるでしょうか？

③７種類

フクロテナガザル（剥製）の
腕の長さは？ ①49.5㎝

ケヅメリクガメ（リク）の
歩く速さは？ ②時速0.82km

フタコブラクダ（ラフ）の
足の面積は？ ③615㎠

カバ（ベロ）が
水に潜っている時間は？　 ①4分22秒

ホンドフクロウ（ななまる）の
首が回る角度は？　 ①280°

ライオン（サン）の獣舎内に
おける声の大きさは？　 ②106㏈

※ポスター、標語は令和5年度も募集の予定です。奮ってご応募お待ちしております。
また、小学生対象に「なんでもはかってみようコンテスト」（日本計量振興協会）の募集もございますので、宮城県から入賞目指して是非ご応募ください！ 水道・ガスメーターは愛知時計電機 株式会社様／質量計は株式会社 寺岡システム様よりお借りしました。



２
０
２
２
年
度

第
四
十
二
回 

東
北・北
海
道

　
　
　

  　

計
量
士
協
議
会

　
去
る
令
和
四
年
三
月
十
四
日
に
宮
城
県
計

量
検
定
所
に
て
、
一
般
計
量
証
明
事
業
主
任

計
量
者
の
、
適
正
な
計
量
証
明
事
業
遂
行
の

た
め
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
主
任
計
量
者
の
資
格
を
取

得
さ
れ
て
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
方
々
を
対

象
と
し
た
講
習
会
で
あ
り
、
今
回
は
十
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
三
年
度

一
般
計
量
証
明
事
業
主
任
計
量
者

　
　
　
　
　
　
　
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会

【
日
程
】
　
令
和
四
年
三
月
十
四
日
（
月
）

【
場
所
】
　
宮
城
県
計
量
検
定
所
会
議
室

【
主
催
】
　
（
一
社
）
宮
城
県
計
量
協
会

【
共
催
】
　
宮
城
県
計
量
検
定
所

【
参
加
人
数
】
　
十
名

主
な
講
習
内
容

一
　
開
講
に
あ
た
っ
て

二
　
計
量
証
明
事
業
立
入
検
査
状
況
等

三
　
計
量
法
の
概
要

四
　
質
量
計
の
基
礎
知
識

五
　
最
近
の
計
量
法
の
動
向

六
　
質
疑
応
答

　
令
和
四
年
度
も
同
講
習
会
を

令
和
五
年
三
月
に
開
催
予
定
で
す
。

　
計
量
証
明
の
事
業
を
行
う
者
は
、
所
在
地

を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
の
登
録
が
必
要

で
す
。
（
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体

等
は
、
除
く
）

　
こ
の
講
習
会
は
、
宮
城
県
が
実
施
す
る
主

任
計
量
者
認
定
の
た
め
の
試
験
を
受
け
る
資

格
を
得
る
こ
と
と
、
特
定
計
量
器
に
つ
い
て

使
用
方
法
や
性
能
、
計
量
証
明
に
使
用
す
る

器
具
、
機
械
ま
た
は
装
置
に
つ
い
て
、
使
用

上
必
要
な
知
識
を
習
得
す
る
た
め
な
ど
、
適

正
な
計
量
証
明
の
事
業
の
確
保
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
講
習
内
容
は
、
①
計
量
法
概
論
②
質
量
計

の
知
識
③
計
量
に
関
す
る
基
礎
知
識
（
演
習

を
含
む
）
で
す
。

　
今
年
度
は
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
を
修
了
し
た
受
講
者
に
は
修
了
証
が

交
付
さ
れ
、
講
習
会
終
了
後
、
宮
城
県
に
よ

る
主
任
計
量
者
認
定
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
回

【
日
時
】
令
和
四
年
六
月
二
十
一
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
十
時
〜
十
四
時
三
十
分

【
場
所
】
宮
城
県
計
量
検
定
所

　
　
　
　
　
　
　
　
二
階
大
会
議
室

第
二
回

【
日
時
】
令
和
四
年
十
一
月
二
十
八
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
十
時
〜
十
四
時
三
十
分

【
場
所
】
宮
城
県
計
量
検
定
所

　
　
　
　
　
　
　
　
二
階
大
会
議
室

地
区
の
計
量
関
係
者
三
十
一
名
が
参
加
、
他

来
賓
を
お
迎
え
し
、
東
北
・
北
海
道
計
量
士

協
議
会
が
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。

●
議
題
一
　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
検
査
業
務
の

執
行
に
際
し
て
得
た
も
の
・
失
っ
た
も
の

（
北
海
道
）

●
議
題
二
　
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
業
務
の
効

率
化
、生
産
性
向
上
に
つ
い
て
　
（
北
海
道
）

●
議
題
三
　
計
量
士
会
員
の
会
費
等
に
つ
い
て

（
青
森
県
）

●
議
題
四
　「
自
動
は
か
り
の
検
定
に
つ
い
て
」

の
相
談
へ
の
対
応
　
　
　
　
　
　（
岩
手
県
）

●
議
題
五
　
次
期
開
催
県
に
つ
い
て（
岩
手
県
）

　
以
上
の
議
題
に
つ
い
て
提
案
道
県
か
ら
趣

旨
説
明
が
あ
り
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
議
題
一
に
つ
い
て
は
、
各
道
県
と
も
延
期

は
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
の
、
検
査
業
務
は

概
ね
順
調
で
、
感
染
に
対
す
る
不
安
等
の
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
が
、
遠
方
の
講
習
会
に

リ
モ
ー
ト
で
参
加
で
き
た
等
、
コ
ロ
ナ
禍
な

ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
た
。

　
他
議
題
の
後
に
は
「
持
続
可
能
な
計
量
制

度
を
考
え
る
」
上
で
の
提
言
等
を
テ
ー
マ
に
、

実
務
的
な
問
題
に
つ
い
て
熱
の
こ
も
っ
た
意

見
が
飛
び
交
い
、
予
定
時
間
ま
で
活
発
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
最
後
に
日
計
振
村
松
常
務
理
事
よ
り
「
最

近
の
計
量
関
係
情
報
に
つ
い
て
」
と
し
て
講

話
を
い
た
だ
き
、
協
議
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

　
十
二
月
八
日
、
盛
岡
市
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
盛
岡
」
に
お
い
て
、
東
北
・
北
海
道

で
す
。

　
ま
た
一
定
水
準
の
製
造
・
品
質
管
理
能
力
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
「
指
定
製
造
事
業
者
」
が

製
造
し
た
「
は
か
り
」
に
つ
い
て
は
検
定
証
印

で
は
な
く
基
準
適
合
証
印
が
付
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
証
印
の
な
い
「
は
か
り
」
は
、
※

取
引

や
※

証
明
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
取
引
や
証
明
に
使
用
し
て
い
る
は

か
り
は
二
年
毎
に
定
期
検
査
が
あ
り
、
合
格
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
検
定
：
計
量
法
で
定
め
る
基
準
に
適
合
し

て
い
る
か
を
検
査
す
る
こ
と
。

※
取
引
：
有
償
、
無
償
を
問
わ
ず
、
物
又
は

役
務
の
給
付
を
目
的
と
す
る
業
務

上
の
行
為

※
証
明
：
公
に
ま
た
は
業
務
上
他
人
に
一
定

の
事
実
が
真
実
で
あ
る
旨
を
表
明

す
る
こ
と

家
庭
用
は
か
り

　
家
庭
で
使
用
さ
れ
る
目
的
で
製
造
さ
れ
、
計

量
器
の
性
能
が
法
定
技
術
基
準
を
満
た
す
も
の

に
は
家
庭
用
特
定
計
量
器
技
術
基
準
適
合
マ
ー

ク
を
付
す
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
「
は
か
り
」
は
「
取
引
や
証
明
」
に

使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
る
は
か
り

　
検
定
証
印
は
、
公
的
機
関
が
「
は
か
り
」
の

製
造
、
修
理
時
に
※

検
定
を
行
い
、
合
格
し
た

も
の
に
そ
の
正
確
さ
を
証
明
し
刻
印
す
る
も
の

『
取
引
や
証
明
』
に
使
用
す
る
は
か
り
は
、

『
検
定
証
印
』
付
き
の
は
か
り
を
使
用
し
ま
し
ょ
う



〜
仙
台
市
の
計
量
行
政
に
つ
い
て
〜

　
計
量
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
本
県
の
計
量

行
政
に
つ
い
て
、
日
頃
よ
り
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宮
城
県
計
量
検
定
所
で
は
、
計
量
法
に
基

づ
き
、
適
正
な
計
量
の
実
施
の
確
保
と
消
費

者
保
護
な
ど
の
観
点
か
ら
、
計
量
関
係
事
業

者
の
登
録
・
届
出
・
指
定
に
関
す
る
こ
と
の

ほ
か
、
特
定
計
量
器
な
ど
の
検
査
・
検
定
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
の
主
な
予
定

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
立
入
検
査

　
製
造
事
業
者
、
修
理
事
業
者
、
計
量
証
明

事
業
者
等
へ
の
立
入
検
査
に
つ
い
て
は
、
一

月
か
ら
三
月
に
か
け
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
中
元
期
及
び
年
末
年
始
の
時
期
に
は
、

計
量
法
で
定
め
る
特
定
商
品
（
食
料
品
等
）

に
つ
い
て
、
仙
台
市
を
除
く
県
内
三
十
四
市

町
村
の
ス
ー
パ
ー
や
小
売
店
等
を
対
象
に
、

商
品
量
目
立
入
検
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

■
主
任
計
量
者
試
験
等

　
計
量
証
明
事
業
の
登
録
に
必
要
と
な
る
主

任
計
量
者
の
資
格
試
験
（
質
量
計
）
に
つ
い

て
は
、
六
月
と
十
一
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施

す
る
予
定
で
す
。
こ
の
受
検
に
は
、
県
計
量

協
会
で
実
施
す
る
講
習
会
の
受
講
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
願
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
同
試
験
合
格
後
五
年
ご
と
に
主
任
計
量

者
の
方
々
を
対
象
と
す
る
、
一
般
計
量
証
明

事
業
主
任
計
量
者
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
を

県
計
量
協
会
と
の
共
催
で
三
月
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。

■
定
期
検
査

　
取
引
又
は
証
明
に
使
用
さ
れ
る
非
自
動
は

か
り
、
分
銅
、
お
も
り
に
つ
い
て
は
、
二
年

に
一
回
の
受
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
定
期
検
査
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
単
位

で
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
六
市
十
一
町
一

村
（
※
）
を
対
象
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

日
程
、
場
所
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
二

月
頃
に
当
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で
確
認
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
改
修
工
事

　
計
量
検
定
所
の
施
設
は
、
築
後
五
十
年
以

上
の
年
数
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
順

次
改
修
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年

は
、
敷
地
内
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
路
盤
や
タ

ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
装
置
検
査
場
の
ス
ロ
ー
プ

の
改
修
工
事
の
ほ
か
、
事
務
所
の
外
壁
の
補

修
工
事
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
工
事

の
施
工
に
伴
い
、
来
所
の
皆
様
に
は
、
ご
不

便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
仙
台
市
の
計
量
行
政

　
仙
台
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
六

十
二
年
に
現
在
の
仙
台
三
越
・
定
禅
寺
通
り

館
五
階
に
開
設
さ
れ
、
消
費
生
活
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
仙
台
市
の
計
量
行
政
は
、
長
年
経
済
担
当

部
局
が
そ
の
任
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
昭
和

二
十
五
年
に
仙
台
市
度
量
衡
検
査
所
の
建
物

を
北
一
番
丁
角
に
落
成
。
昭
和
二
十
七
年
の

計
量
法
施
行
令
に
基
づ
き
特
定
市
の
指
定
を

受
け
、
仙
台
市
計
量
検
査
所
と
改
名
し
ま
し

た
。
昭
和
五
十
七
年
に
は
現
在
の
日
の
出
町

に
移
転
し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
十
四
年
に
仙
台
市
計
量
検
査
所
条
例
を

廃
止
し
、
計
量
検
査
所
を
計
量
検
査
器
材
保

管
室
に
名
称
変
更
。
同
時
に
一
般
社
団
法
人

宮
城
県
計
量
協
会
を
指
定
定
期
検
査
機
関
に

指
定
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
に
経
済
局

経
済
企
画
課
か
ら
市
民
局
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
移
管
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
宮
城

県
計
量
協
会
が
定
期
検
査
業
務
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

■
計
量
器
定
期
検
査

　
適
正
な
計
量
の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
、

計
量
法
に
基
づ
き
、
取
引
又
は
証
明
に
使
用

す
る
「
は
か
り
」
の
構
造
、
性
能
等
が
一
定

の
基
準
以
上
に
保
持
さ
れ
て
い
る
か
、
二
年

に
一
度
定
期
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令

和
五
年
度
は
青
葉
区
・
太
白
区
に
あ
る
事
業

所
等
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

■
立
入
検
査

（
一
）商
品
量
目
立
入
検
査

　
本
市
で
は
、
中
元
期
・
年
末
期
の
商
品
流
通

の
繁
忙
時
期
に
合
わ
せ
て
全
国
計
量
行
政
会
議

の
依
頼
に
基
づ
き
、
「
全
国
一
斉
商
品
量
目

立
入
検
査
」
を
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
等
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
検
査
に
お
い
て
は
、
総
じ
て
良
好
な
取
扱

い
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
二
）特
定
計
量
器
の
立
入
検
査

　
定
期
検
査
対
象
外
計
量
器
で
、
検
定
有
効

期
間
の
定
め
の
あ
る
特
定
計
量
器
に
つ
い
て

立
入
検
査
を
実
施
し
、
検
定
有
効
期
限
切
れ
、

検
定
証
印
の
脱
落
、
器
差
不
良
等
を
確
認
し
、

不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
検
査
で
は
、
燃
料
油
メ
ー
タ
ー
の

検
定
証
印
の
脱
落
、
電
気
子
メ
ー
タ
ー
の
有

効
期
限
切
れ
が
確
認
さ
れ
、
対
象
事
業
者
に

指
導
し
て
お
り
ま
す
。

■
令
和
四
年
度
ト
ピ
ッ
ク

（
一
）
五
月
の
消
費
者
月
間
に
あ
わ
せ
、
計

量
に
関
す
る
パ
ネ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
を
行
い
ま
し
た
。

（
二
）
十
月
二
十
九
日
に
計
量
記
念
日
事
業

と
し
て
、
宮
城
県
計
量
検
定
所
、

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
計
量
協
会
と

共
催
で
「
み
や
ぎ
計
量
の
ひ
ろ
ば
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

（
三
）
計
量
検
査
器
材
保
管
室
の
改
修
工
事

を
実
施
し
て
お
り
、
本
年
三
月
に
完

了
予
定
で
す
。

　
宮
城
県
計
量
協
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
の
方
々
に
は
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
皆
様
と
連
携
を
深
め

な
が
ら
業
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
六
市
十
一
町
一
村
　

栗
原
市
、
石
巻
市
、
登
米
市
、
塩
竈
市
、

富
谷
市
、
多
賀
城
市
、
利
府
町
、
七
ヶ
宿

町
、
蔵
王
町
、
川
崎
町
、
柴
田
町
、
大
河

原
町
、
村
田
町
、
七
ヶ
浜
町
、
大
郷
町
、

松
島
町
、
大
和
町
、
大
衡
村
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